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横浜市消防局
局　長

平中　隆

公益社団法人
横浜市防火防災協会
会　長

鈴木 正光

令和 6 年 年頭のご挨拶

令和６年の年頭にあたり、謹んで新年のお慶びを
申し上げます。

市民の皆様並びに会員各位、そして横浜市消防局
はじめ関係団体におかれましては、平素から当協会
の事業推進にご理解とご協力をいただき厚く御礼を
申し上げます。

お陰を持ちまして、当協会の事業も、コロナ禍前の
状態に順次戻しつつ、計画に沿って進めております。

さて、昨年は、関東大震災から100年の節目の年で
あり、国内では様々なイベントや広報などがなされ、
来るべく大地震への備えを推進しております。当協
会におきましても８月に防災セミナーを開催し、多
くの会員の皆様のご参加をいただき、関東大震災で
起きた様々な事実を学び、今後の貴重な教訓として
いるところです。

また、昨年の夏は異常気象とも言える猛暑が続き、
各地で猛暑日日数、連続真夏日の記録を更新し、気象
庁の観測史上最も暑い夏になり、熱中症の被害も多
数発生しました。６月から９月にかけては、台風や
梅雨前線の影響で各地で線状降水帯が発生し、河川
の氾濫や土砂崩れ等、大きな被害が出ました。

そして、新型コロナウイルスとともにインフルエ
ンザの同時流行などもあり、今後も新たな困難を強
いられることもあろうかと思っております。

このような中、当協会の運営は依然厳しい状況が
続いておりますが、各事業を着実に進めつつ将来も
見据え、横浜市の防火・防災力の向上に寄与してい
きたいと考えております。引き続き関係各位の一層
のご支援とご協力をお願いする次第でございます。

結びに、本年が災害や事故の少ない平穏な一年
であり、市民の皆様並びに会員各位の益々のご健
勝とご発展を祈念し、年頭のご挨拶とさせていた
だきます。

公益社団法人横浜市防火防災協会の会員の皆様に
は、令和６年の輝かしい新春を健やかにお迎えのこ
ととお慶び申し上げますとともに、日頃から本市消
防行政に対しまして、深い御理解と御協力をいただ
いておりますことに、厚く御礼申し上げます。

近年、国内各地で、風水害による甚大な被害が毎年
のように発生しており、首都直下地震をはじめとす
る大規模地震もいつ起きてもおかしくない状況にあ
ります。

そうした中、本市は昨年、消防防災活動の中枢とな
る消防本部庁舎を整備し、通常災害はもとより、あら
ゆる大規模災害に備え、本部機能を強化いたしました。

主な特徴として、大規模災害時にも消防本部とし
ての機能を継続できるよう、建物の電力供給や通信
体制を二重化するとともに、ライフラインが途絶し
ても７日間稼働できる体制を整えています。

また、消防司令センターの機能強化を図り、災害時
に収集した情報を各部署でリアルタイムに共有が図
られ、迅速かつ機動的な対応方針の決定と指揮命令
が可能となりました。

さらに、大規模災害発生時に、他都市から緊急消防
援助隊等を円滑に受け入れられるよう、屋上にヘリコ
プターが離着陸できるヘリパッドを整備しました。

今後は、新たな消防本部庁舎に私たち消防職員が
魂を吹き込み、これらの強化された機能をいかんな
く発揮し、市民の皆様の安全安心をしっかり守って
まいります。

結びに、本年が災禍のない平穏な一年となるよう
祈念いたしますとともに、横浜市防火防災協会のま
すますの御発展と、会員皆様の御健康と御多幸をお
祈り申し上げ、年頭の御挨拶とさせていただきます。
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皆さま健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。昨年は、本市に未曾有の被害を
もたらした関東大震災から100年の節目を迎えました。警防課は、この節目の年に新本部庁舎
で事務を開始したことを誇りに、職員一丸となり新たな気持ちで業務に取り組んでまいります。
令和５年10月10日に開庁しました消防本部庁舎では、「消防司令センター」「消防本部運営

室」、「消防本部会議室」を一体的に整備し、大規模災害発生時の指揮本部機能を強化しまし
た。また、庁舎屋上には、飛行場外離着陸場（ヘリパッド）を整備し、緊急消防援助隊等の円滑な
受入と連携強化を図ることができます。強化された消防本部庁舎と共に、警防課員が一丸とな
り市民の皆様の生命・身体を守ってまいります。

新年の喜びとともに、平素よりご支援とご協力をいただきまして、深く感謝申し上げます。新本
部庁舎の竣工に伴い、昨年11月に司令センターを移転し、指令システムについても更新を行い
ました。
新しい司令センターでは、指令台を３台増やし、通報回線も34回線から54回線に増加し受信
体制の強化を図り、タッチパネル画面やガイド機能を採用し、操作性を向上させるとともに、音
声認識システムや自動生成指令音声等の新しい機能を追加しました。
これらの強化されたシステムを駆使し、司令課員一丸となり今年も市民の皆様の生命・身体
を守ってまいります。

謹んで新年のお喜びを申し上げますとともに平

素からのご支援、ご協力に厚くお礼申し上げます。

近年、大規模地震の発生が危惧され、また、気象

変動の影響で巨大化する台風の上陸や局地的豪雨

により甚大な被害をもたらす風水害が各地で発生

しています。本市においてもいつ発生するかわか

らない大規模災害に常に備えていく必要がありま

す。このような状況の中、昨年10月に新消防本部庁

舎が開庁し、これまでの保土ケ谷区合同庁舎から

司令課

警防課

新本部庁舎と警防部

『さらなる強化へ』 消防本部単独庁舎となりました。

新たな庁舎では、大地震にも耐えられるよう免

震構造を採用するとともに、インフラ等の途絶時

も継続した運用が可能となるよう電力供給や通信

体制を二重化しました。また、これまで以上に警防

体制が強化された庁舎となっています。本誌面を

お借りしまして消防本部庁舎についてご紹介いた

します。

庁舎整備と併せて、あらゆる災害においてこの

機能を最大限生かすことができるよう職員一丸で

取り組み、皆様方の安全安心を守っていきます。

警防部長

伊藤 賢司

警防課長
佐久間 栄吉

司令課長
河野 宏紀

司令課執務室

消防本部運営室

司令センター

消防本部会議室

司令課員仮眠室

飛行場外離着陸場（ヘリパッド）
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重化学消防車 （室蘭市1967年）
イラストは1967年から運用開始された化学消防

車です。車歴簿には『重』がつけられていて風貌

はその名にふさわしい重厚なものです。この車の

採用には室蘭市の災害史に残る、ノルウェーの大

型タンカー、『ヘイムバルト号』の火災に悪戦苦闘

したことによるものです。

1965年、室蘭港でコンビナートの桟橋への接

岸に失敗して船体の火災と海上の油面火災を引き

起こし、28日間燃え続けた火災の教訓から誕生し

ました。その当時室蘭市は本格的化学消防車も消

防艇もない時代でした。作戦は大型水槽車を艀に

積載してタンカーに接舷し、消火泡を放射しまし

たがまさに『蟷螂の斧』状態で悔しい思いをした

そうです。有効な応援もなく28日後に燃え尽きる

まで、悔しい思いがイラストの重化学車には込め

られています。

放水塔は、隊員が本船上に登舷することなく活

動できるよう装備されました。

泡放射砲は、地上据え置き型が主流でしたが、

高所放射砲の先駆けとなりました。

このタンカー火災は、私が横浜市消防局に入局

し、消防学校の初任科に在校中の出来事でした。

父が室蘭市消防本部で、弟が日本石油室蘭製油所

で勤務しておりました。父は出火から鎮火後の処理

まで30日にわたって現場で活動し、弟も休日返上で

社内業務を処理しました。消防学校の三神教官も室

蘭市出身でこの火災を題材に教育をしてくれ消防の

神髄をしつけられました。私が消防に身を置く覚悟

ができたのはこの時かもしれません。

このイラストは『室蘭消防』の意気込みと火災史

を残したいと当時の今野予防課長（元室蘭市消防

長）から依頼されて描き起こし始めましたが、私の

多忙や転居のため下描きのまま現在に至ってしまっ

たものです。（お詫び）

イラストのサインSakaeは榮一の 榮 で高校時代から使用しています。
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横浜都市発展記念館
主任調査研究員 吉田 律人

日本人区域の大半と西洋区〔外国人居留地〕の

かなりの部分が破壊されたという。外国の公

使館のすべて、私邸も多数が灰燼に帰したとい

うことで、被害額は四、五百万ドルと見られ、日

本人が外国に対する敵愾心から放火したのだ

ろうと嫌疑をかけられている。この最後の部

分を信じるかどうかは別として、われわれは急

いで波止場をはなれる準備をし、負傷者の健

康状態が許すや否やただちに出港、大隅海峡

を通過して南回りで横浜へ向かった。

被害の状況は正しいものの、「放火」という誤った
情報が伝播している。興奮状態にあったスエンソ
ンは当初、日本人による計画的な犯行だと信じてい

慶応の大火後の横浜

大火焼失区域図　The Japan Herald Mail Summary,Market Report and Price Current,1866.12.1　横浜開港資料館蔵
外国人が描いた慶応の大火の被災状況。出火点が「＊」で示されている。

1866 年 11 月 26 日（慶 応 2 年 10 月 20 日）
に発生した慶応の大火は、発生からおよそ 14 時
間にわたって横浜の街を焼き尽くし、最終的に
人々の努力によって鎮火した。大規模な火災だっ
ただけに、開港から発展を始めた横浜への打撃は
大きかったと思われるが、その復興は意外にも早
かった。

12 月上旬、デンマーク生まれのフランス軍人で
あったエドゥアルド・スエンソンは、長崎港に
停泊中のフリゲート「ラ・ゲリエール」の艦上で

「横浜の大半が大火事の災難にあった」という情
報に接する。彼の著した『日本素描』には次のよ
うに記されている。
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横浜都市発展記念館
主任調査研究員 吉田 律人

その後、横浜では、慶応の大火を教訓に消防力の
強化が図られていった。市街地の消防は町会所が
統轄することになり、各組の纏印や半天印を定めた
ほか、消防器具の充実も計画、さらに 1868 年には
火消の組織を 10 組に改編した（横浜市役所『横浜
市史稿 風俗編』横浜市役所、1932 年、665 頁）。

そうした状況は居留地においても同様であった。
例えば、アメリカン・ファイア・カンパニー（Ａ・
Ｆ・Ｂ）はサンフランシスコ経由で新しい腕用ポン
プ（ボランティア号）を導入、1867 年 7 月 3 日（慶
応 3 年 6 月 2 日）に放水試験を実施するなど、消防
体制の強化を図っていった。また、居留地では、本
誌第 53 号で紹介したボランティア・ファイアー・
ブリゲード（Ｙ・Ｆ・Ｂ）に加え、ビクトリア・スチー
ム・ファイア・エンヂン・カンパニー（Ｖ・Ｓ・Ｆ・
Ｅ・ＣＯ）やプライベート・ファイア・ホック・ア
ンド・ラダー・ブリゲード（Ｐ・Ｆ・Ｂ）等、複数の
消防組織が併存する形となっていった（横浜開港資
料館編『横浜もののはじめ考 第 3 版』横浜開港資料
館、2010 年、107 頁）。

たが、横浜に到着すると、根拠のない情報だと判明
した。スエンソンは、「たかだか五、六週間しか経っ
ていなかったが、火事の痕跡はほとんど拭い去られ
てしまっていた。西洋区の焼跡は整理され、まだ空
地のままだったところがたくさんあったとはいえ、
ぼつぼつ家が建てられつつあった」とする一方、「日
本人区は多忙をきわめていた。通りは板、角材の
類で埋まり、それを何百人もの大工が鋸で切ったり
鉋をかけたりして忙しく立ち働き、魔法でもかけら
れたように次から次へと家が地面から生えて出た。
すでに新しい家に住み、何ごともなかったかのよう
に暮らしている家族がいくつもあった」とし、「町の
半分が建て直され、一、二カ月の後に横浜は、形は
昔のままだがすっかり若返った姿を見せてくれた」
と回想している。その上で、「日本人の性格中、異
彩を放つのが、不幸や廃墟を前にして発揮させる
勇気と沈着である」と、災害に対する日本人の姿勢
を評価している（エドゥアルド・スエンソン著、長
島要一訳『江戸幕末滞在記』新人物往来社、1989
年、100 ～ 106 頁）。

「「テーマに沿ってテーマに沿って」」

４回目の執筆である。今さらではあるが、以前３回の文章が果たして
「潤滑油と触媒」というテーマに沿ったものだったかどうかの疑問が生
じた。潤滑油はともかくとして、触媒の意味を捉えた文章を書くこと
ができていたのか。否である。

触媒の意味をインターネットで調べると「触媒は、化学反応において
そのもの自身は変化しないが、反応速度を変化させる物質」とあり、日
常、自分が誰かを変化させることができているのかと自問自答してみる。

自分が関わっている業務のひとつに、小学生３・４年生に対する「マ
イ・タイムライン」研修がある。「マイ・タイムライン」とは、台風や大
雨時における避難行動計画のことであるが、それを児童一人ひとりに
自分（家族を含めて）のこととして考えてもらう機会とすることを目的
としているのが、この研修である。

風水害の警戒レベルは、１から５の５段階に区分されており、児童には、予報等で大雨になりそうとされる
レベル１、大雨・洪水注意報が発令されるレベル２の段階での自分や家族の行動について考えてもらい、最後
に数人の児童に研修を振り返っての意見発表をしてもらうのがこの研修の流れとなる。

児童からは、この研修の内容を家族に伝え、事前準備についての話し合いを家族で行いたい、などの前向きな
意見が毎回聞かれる。

もしかしたならば、この研修で自分は触媒の役割をしているのでは…。反面、自分自身もこの研修を通して得る
ことも多く、微かながらも意識変化を感じているので、その点では「自身は変化しない」という触媒の定義には当て
はまらないのかもしれないが、潤滑油の役割は幾分かはなしているのではないかと自己満足に浸っている。（吾）

6



指示発令の目安となる警戒レベル 4 相当の土砂災害警
戒情報が発表されたのは、警報から一日半以上が過ぎ
た3日午前1時15分だ。
　これを受け、横浜市は「即時避難指示」を行った。
夜中に突然鳴ったスマートフォンの緊急速報メールに驚
いた人も少なくないだろう。住宅に被害を及ぼす土砂災
害の恐れがあるとして、あらかじめ選んだ危険な崖地な
どの周辺に対し、一斉に避難を呼び掛ける手法だ。
　横浜のような大都市でより多くの人々 に避難の必要性
を即座に伝えるには、こうした手法以外にないと思う。
しかし、情報を受けた人は危険性を認識し、行動でき
ただろうか。避難指示の発令が真夜中だっただけに、
困惑した向きも少なくないのではないか。

夜中に事態が急変
して、予想を大き
く上回る雨量が記
録されたりするこ
とは、決して珍し
くない。そう心得
て、日頃から少し
でもイメージを膨
らませ、準備して
おくほかない。
　「朝起きて外を見
たら、自宅前が冠
水していた。防災
無線で緊急安全確
保が出ていることを
知ったが、何のことかさっぱり分からなかった」。記録的
大雨の際、全国で初めて警戒レベル 5 の緊急安全確
保が発令された平塚市。氾濫が起きた金目川水系の川
沿いに住む女性は言う。「避難してくださいという呼び掛
けがあったので、大変な状況とは分かった。でも、2 階
に上がれば大丈夫だろうと思い、特に慌てなかった」
　紙一重の経験を次に生かす意識を家庭や地域で
共有できるかどうか。繰り返す大雨の被害が教訓を
突き付けている。

土砂災害警戒情報を受けて出された
避難指示を伝える緊急速報メールの画面

防災を滑らかに伝え、周りを触発する手法アレコレ触媒
触発キーワード

　無意識に行動することも人にはあるが、通常は意識をして行動している。
　「意識が変われば態度が変わる。態度が変われば行動が変わる・・・」
　プロ野球の野村監督が選手の指導で説いた言葉でもある。
　確かに言われたからしょうがなくやることは長続きしないし、効果も上がら
ないことが多い。
　防火・防災も然り。その意義をよく理解し、意識し続けないといけない。
特に会社や事業所などのトップがその気にならないと進まない。
　予算が厳しい、人を充てられない、訓練の時間がない etc.。優先順位を考
え直すことが必要。顧客、従業員、会社の財産、データ、 信頼・・・守るべきもの
を失ってからでは遅い。
　チームが強くなる（会社の体質を強化する）にはしっかりした基盤（安全の確
保）が重要。日常における基礎を固めるための知識の習得や地道な練習（訓
練）から、試合（発災時）における流れるような華麗なプレー（円滑な自主防災活動）が出来る。

」。）るわ変が史歴の社会（るわ変が生人ばれわ変が命運。るわ変が命運・・・「、）略中途（き続の葉言の頭冒　
　防火・防災も事業を推進するための根幹の一つとして取り組み、自社の発 ）F（。るあでのもいしほてげ繋に展

と

『意識が変われば…』

関東大震災当時の戸塚町の状況を刻んだ石碑（左）。同町は震度７相当の揺れだったとされる＝横浜市戸塚区

東京、横浜を中心に 10 万 5 千人余りが犠牲に

なった関東大震災を追い続けている。100 年の

節目を過ぎ、大手メディアの〝熱気〟が冷めた今だ

からこそ、教訓を伝え続けなければと思っている。

それが、被災地に存在し続ける新聞社が果たすべ

き役割だろう。

昨年 11 月、みなとみらい 21 地区で開かれた日

本地震学会秋季大会の公開セミナー。やや空席

の目立つ会場で、基調講演に立った東京工業大の

翠川三郎名誉教授が「横浜の関東大震災」につ

いて説明した。「亡くなったのは約 2 万 7 千人、火

事で焼失した建物は約 2 万 5 千棟、全壊家屋は

約 1 万 6 千棟、半壊は約 1 万 3 千棟だ」

こうしたデータは国や自治体のウェブサイトにも

掲載されており、関東大震災の被害を語る時に必

ず引用される。より意識を向けるべき言葉はほか

にあった。「当時の横浜市は今よりも狭く、面積は

約 10 分の 1。西区と中区、さらに神奈川区と南区、

磯子区の一部ぐらいだった。火災は横浜の中心部

で発生し、10 平方キロほどの地域が焼けた」

当時の横浜市の人口は 44 万人。東京市は 227

万人だったが、「全半壊の棟数は横浜の方がはるか

に多い」。翠川名誉教授は、当時の横浜市議の言

葉を引用し、こう表現した。「『東京は大火災、横

浜は大震災』だった」

本紙が震災 100 年に合わせて掲載した昨年 9 月

1 日の特集では、神奈川県の地図上に各地の犠牲

者数を当時の主な市町村別に棒グラフで示した。

ところが横浜市は突出して高いため紙面に収まら

ず、掲載方法に苦労した。結果的に、棒グラフの

高さだけでなく、太さでも表現することで、その犠

牲者数の多さを伝えることにした。あらためて横浜

の被害の大きさを実感したが、実際にはそれは現

在の市域のごく一部に集中していたということだ。

横浜の関東大震災を振り返る時、もう一つ欠か

せない視点がある。当時は市外だったが現在は市

「次」に備えるために
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指示発令の目安となる警戒レベル 4 相当の土砂災害警
戒情報が発表されたのは、警報から一日半以上が過ぎ
た3日午前1時15分だ。
　これを受け、横浜市は「即時避難指示」を行った。
夜中に突然鳴ったスマートフォンの緊急速報メールに驚
いた人も少なくないだろう。住宅に被害を及ぼす土砂災
害の恐れがあるとして、あらかじめ選んだ危険な崖地な
どの周辺に対し、一斉に避難を呼び掛ける手法だ。
　横浜のような大都市でより多くの人々 に避難の必要性
を即座に伝えるには、こうした手法以外にないと思う。
しかし、情報を受けた人は危険性を認識し、行動でき
ただろうか。避難指示の発令が真夜中だっただけに、
困惑した向きも少なくないのではないか。

夜中に事態が急変
して、予想を大き
く上回る雨量が記
録されたりするこ
とは、決して珍し
くない。そう心得
て、日頃から少し
でもイメージを膨
らませ、準備して
おくほかない。
　「朝起きて外を見
たら、自宅前が冠
水していた。防災
無線で緊急安全確
保が出ていることを
知ったが、何のことかさっぱり分からなかった」。記録的
大雨の際、全国で初めて警戒レベル 5 の緊急安全確
保が発令された平塚市。氾濫が起きた金目川水系の川
沿いに住む女性は言う。「避難してくださいという呼び掛
けがあったので、大変な状況とは分かった。でも、2 階
に上がれば大丈夫だろうと思い、特に慌てなかった」
　紙一重の経験を次に生かす意識を家庭や地域で
共有できるかどうか。繰り返す大雨の被害が教訓を
突き付けている。

土砂災害警戒情報を受けて出された
避難指示を伝える緊急速報メールの画面

防災を滑らかに伝え、周りを触発する手法アレコレ触媒
触発キーワード

　無意識に行動することも人にはあるが、通常は意識をして行動している。
　「意識が変われば態度が変わる。態度が変われば行動が変わる・・・」
　プロ野球の野村監督が選手の指導で説いた言葉でもある。
　確かに言われたからしょうがなくやることは長続きしないし、効果も上がら
ないことが多い。
　防火・防災も然り。その意義をよく理解し、意識し続けないといけない。
特に会社や事業所などのトップがその気にならないと進まない。
　予算が厳しい、人を充てられない、訓練の時間がない etc.。優先順位を考
え直すことが必要。顧客、従業員、会社の財産、データ、 信頼・・・守るべきもの
を失ってからでは遅い。
　チームが強くなる（会社の体質を強化する）にはしっかりした基盤（安全の確
保）が重要。日常における基礎を固めるための知識の習得や地道な練習（訓
練）から、試合（発災時）における流れるような華麗なプレー（円滑な自主防災活動）が出来る。

」。）るわ変が史歴の社会（るわ変が生人ばれわ変が命運。るわ変が命運・・・「、）略中途（き続の葉言の頭冒　
　防火・防災も事業を推進するための根幹の一つとして取り組み、自社の発 ）F（。るあでのもいしほてげ繋に展

と

『意識が変われば…』

「令和５年度防災施設視察研修会」を開催しました。

実 施 場 所  横浜市消防局本部庁舎、横浜開港資料館  　　 参 加 人 数  44名が参加

視 察 内 容  消防局本部庁舎　　  新しくなった庁舎を視察、新司令センターも併せて視察

横浜開港資料館　　   横浜開港資料館で開催されている特別展「関東大震災100年　大災害
を生き抜いてー横浜市民の被災体験ー」を視察、旧居留地消防隊地下貯
水槽遺構も見学

横浜市消防局・新本部庁舎、横浜開港資料館

実施日

令和5年

11月21日
（火）

関東大震災による旧横浜市と周辺地域の被害について説明する
翠川名誉教授＝２０２３年１１月３日

東大地震研究所の佐竹健治教授は、元禄、永仁

の間に起きたとの新説がある1495 年の「明応関東

地震」、さらに 1923 年の関東大震災を含めた計 4

回の地震を考慮し、発生確率を試算。これら 4 地

震の間隔はほぼ 200 年となるため、「あと 50 ～ 60

年すると、発生確率は限りなく100% に近くなる」

と警鐘を鳴らした。

もちろん、これは想定されるシナリオの一つに

過ぎない。しかし、こうしたリスクを念頭に準備し

ておかなければ、巨大災害を乗り越えられない。

100 年前と比べ、社会のシステムが複雑になり、

危険地域にも宅地が広がる一方、高齢化が加速。

人口が減少局面に入ったこともあり、復興の担い手

確保がいよいよ難しくなってきた。

私たちの地域は地震に弱い。そう認識し、足元

を見つめ直すことが、次への備えの一歩になるだ

ろう。

内に入る地域にも目を向けなければ全体像はつか

めない、ということである。

木造家屋の被害割合から算出された旧横浜市

の震度は 6 強相当だったと分析されているが、隣

接する大岡川村や川上村、戸塚町、中和田村、金

沢村は震度 7 に相当した。こうした地域は震源地

の県西部に比較的近かった上、大岡川や柏尾川と

いった河川が流れており、川沿いに広がる軟弱地

盤のエリアで揺れが増幅された可能性が高い。中

でも戸塚町は家屋の全壊率が現在の横浜市域で

最も高かったという。また、保土ケ谷町は震度 6

強相当だったが、紡績工場の倒壊に多くの女性労

働者が巻き込まれ、600 人近い犠牲者が出た。

こうした実像を理解しなければならないのは、

いずれ同じような巨大地震が再来するからだ。そ

の時に向けて備えを積み増していかなければ、教

訓を学んだことにならない。現代を生きる私たち

の、次代に対する責任とも言えよう。

地震学会の会合では、次の関東大震災級の発

生確率に関する研究成果も報告された。震災の

一つ前の発生である1703 年の「元禄関東地震」、

鎌倉時代だった 1293 年の「永仁関東地震」に

ついては、政府・地震調査委員会が関東大震災

と同じタイプの巨大地震と評価しているが、それ

以外の発生履歴ははっきりしていない。これを明

らかにし、前後の地震との間隔などを見極めるこ

とが、将来のリスクを把握する上で不可欠となっ

ている。
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消防計画は、火災や地震等の災害が発生したとき
の防火対象物における行動計画となるべきもので
す。特に、地震時には災害が多発し、119番通報をし
ても消防機関が直ぐに駆け付けることは難しくなり
ますので、防火対象物では自らの手で災害対応やお
客様・従業員の避難行動などを確実に行うことがで
きるよう、しっかりと考えて消防計画を作成してお
くことが大切です。

地震に関する基本的な消防計画は消防法令に基
づき作成することとしていますが、南海トラフ地震
に関する消防計画の規定は少し複雑で、南海トラフ
地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法

（以下「措置法」という。）の関係法令の他、措置法に基

づく基本計画が関係していて分かりにくくなってい
ます。既に作成している事業所も多いと思いますが、
改めてその辺のところを解説して行きます。

 対象となる施設� �

南海トラフ地震に対する横浜市の被害想定はそれ
程大きなものではなく、政府の被害想定によれば、最
大震度は6 弱、沿岸部で最大津波高は3m、最短津波
到達時間は約60分～80分（表1）となっており、神奈
川県の被害想定によれば、死者や全壊棟数は、首都直
下地震の被害想定と比較しても小さくなっています。

ただ、注意が必要なのは、南海トラフ地震の想定震
源域でM8以上の半割れが発生し臨時情報が発令さ
れたときの各事業所の対応です。近年の過去2回の地
震ケースでは東から西の順番に地震が起きています
が、NHKのドラマにもありましたように、西から東
の順番も否定できません。半割れが起きたときに横浜
市においても混乱のないようにするにはどうすれば
よいか、それぞれの事業所の対応が問われることに
なります。
［消防計画を作成する対象の要件］
消防法令では、南海トラフ地震についての消防計

画の作成対象となる要件として、次の3つを定めて
います。（消防法施行規則第3条第6項）

①　推進地域に所在する施設
②　�防火管理者を選任しなければならない防火対
象物のうち、特措法施行令第3条第1号、第
2号、第13号、第14号及び第24号に規定す
る施設

③　�南海トラフ地震に伴い発生する津波に係る地
震防災対策を講ずべき者として基本計画で定
める者が管理する施設

まず、①ですが、これは、横浜市が南海トラフ地震
防災対策推進地域として指定されていますので該当
します。

次に②です。ほとんどは防火管理者を選任しなけ
ればならない防火対象物と同じ収容人数の施設が対
象となっていますが、一部の用途で取扱が異なって
います（表2）。例えば、5項ロ、6項関係の一部、12項
ロなどは作成が不要となっています。特に12イの工
場は勤務者1,000人以上となっていますので注意が
必要です。

最後の③です。これは、知事が設定する津波浸水想
定（津波防災地域づくりに関する法律第8条第1項）
において、南海トラフ地震に伴い発生する津波によ

南海トラフ地震の消防計画は
少し複雑
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表 １    神奈川県における南海トラフ地震による津波
及び震度想定

 
市区町村名 最大震度 最大津波高

最短津波到
達時間(分)

横浜市 ６弱 　３ｍ 59～77

川崎市川崎区 ５強 　３ｍ 80

横須賀市 ５強 　６ｍ 30

平塚市 ６弱 　４ｍ 30

鎌倉市 ５強 １０ｍ 34

藤沢市 ６弱 　７ｍ 32

小田原市 ６弱 　４ｍ 28

茅ヶ崎市 ６弱 　５ｍ 31

逗子市 ５強 　９ｍ 35

三浦市 ５強 　６ｍ 29

葉山町 ５強 　７ｍ 32

大磯町 ６弱 　４ｍ 29

二宮町 ６弱 　４ｍ 29

真鶴町 ６弱 　４ｍ 26

湯河原町 ６弱 　５ｍ 28
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〒232-0064   横浜市南区別所一丁目15番1号 BML横浜ビル2階
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TEL 045（714）0920
TEL 045（714）0929
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講 習 課
救 命 講 習 受 付

TEL 045（714）9909
TEL 045（714）9911

公益社団法人 横浜市防火防災協会 ＵＲＬ https://ydp.or.jp
ＦＡＸ 045（714）0921

小野 和夫

講習日程の確認はスマートフォンでもラクラクできる！
パソコン、タブレット、スマートフォンなど、異なる画面サイズの端末に合わせてホームページを表示でき
るので、閲覧も操作も格段に向上しました。
また、コンテンツが一体化され内容・デザインの統一をはかり、URLも一つになりました。

●救命講習
●防火管理者・防災管理者取得講習
●自衛消防業務講習

●危険物取扱者受験準備講習
●患者等搬送乗務員講習

当協会では防火防災の
各種資格取得講習を
実施しています。 https://ydp.or.jphttps://ydp.or.jp▲

しかし、少し状況が変わりました。特措法で
は、基本計画に対策計画の基本となるべき事
項を定めることとされていますが、令和元年
5月の基本計画の改正により、対策計画とし
て定めるべき項目として次の1項目が追加を
されました。

時間差発生等における円滑な避難の確保
に関する事項

これは、令和元年5月から運用が開始され
た臨時情報に関するもので、臨時情報（調査
中、巨大地震警戒、巨大地震注意）が発表され
た場合における災害応急対策に係る措置に関
することが内容となっています。

この項目が、政令改正ではなく、基本計画の変更と
して入ってきたことから分かりにくくなっています
が、これまでの東海地震に関する警戒宣言発令時の
対応に相当する大変重要な内容になります。前記の項
目を消防計画で規定している防火対象物は、この項
目も消防計画に定めなければなりません。

これらは、消防法施行規則第4条第4項に規定する
統括防火管理者が定める全体の消防計画も同じ体系
になっています。

【まとめ】
南海トラフ地震については現在内閣府の検討部会

において被害想定の見直しが行われています。日々の
取り組みによって都市の耐震性が向上し津波に対す
るハード面が整備されるなど地震対策は確実に進ん
でいますが、首都直下地震を含め、大規模地震の襲来
を予知したり止めたりすることはできません。大切な
ことは、これまで培って
きた経験を元に地震発生
時の対応について、それ
ぞれの事業所で行動計画
を練り、消防計画に反映
させて確実に実行できる
ようすることです。

り水深30㎝以上の浸水が想定される区域に所在す
る施設となっています。これに該当する横浜市の区
域は神奈川県知事が指定をしており、鶴見区から金
沢区までの沿岸部が指定されています。

これら3つの要件を満たした防火対象物が南海トラ
フ地震の消防計画を作成する防火対象物となります。

  消防計画に規定する項目��� �

次に消防計画に定める項目ですが、これは消防法
令に規定があり、次の3項目が定められています。
ただし、これだけではありません。

①　津波からの円滑な避難の確保に関すること。
②　防災訓練の実施に関すること。
③　�被害の発生の防止又は軽減を図るために必要
な教育及び広報に関すること。

特措法では、一定の事業所に南海トラフ地震防災
対策計画（以下「対策計画」という。）の作成を義務付け
ていますが、定めるべき項目が消防計画で規定され
た場合は、これを対策計画とみなすことができるとさ
れています。その項目は、特措法及び同施行令で消防
法令と同じ項目が規定をされていますので、消防法
令に基づく項目を消防計画に定めていれば、前記の
施設では対策計画を作る必要がないことになります。

用途 収容人員 用途 規模

５項ロ　共同住宅など 50人以上

　　　６項ロ　社会福祉施設 10人以上

　　　６項ハ　社会福祉施設 30人以上

12項イ　工場など 50人以上 12項イ 勤務者1000人以上

12項ロ　映画スタジオなど 50人以上

13項ロ　飛行場の格納庫など 50人以上

14項　倉庫など 50人以上

16項イ　特定複合用途 30人以上

16項ロ　非特定複合用途 50人以上

16項の３　準地下街 該当外

不要

不要

該当施設がないものは不要

該当施設がないものは不要

必要

一般の消防計画 南海トラフ地震の消防計画

不要

一部不要

一部不要

不要

表 2  一般の消防計画と南海トラフ地震等の消防計画の対象比較
下記以外の対象はすべて同じ
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ふるさとチョイス・ふるぽ・
楽天ふるさと納税 などで
５万円以上の寄附

※�寄附の使い道に「8.横浜消防を応援したい!
（消防力の向上）」を選択した方が対象

「横浜消防出初式2023」
の様子

「横浜消防出初式 2024」は、昨年に引き続き、横浜赤レンガ倉庫で開催されました。
陸・海・空の部隊による「一斉放水」や臨場感あふれる大迫力の「消防総合訓練」、消防音楽隊によ
る一糸乱れぬ「ドリル演技」やこれぞ伝統芸能「古式消防演技」など、ステージでは見応えのある演技
が行われました。
また、起震車やミニ消防車の乗車体験、そして豪華景品があたるスタンプラリーには多くの参加者
にお楽しみいただきました。
今後も、子どもから大人まで幅広い世代の方に楽しんでいただけるイベントとしていきます。

ふるさと納税制度を活用した横浜消防の魅力 PR 事業を実施します！
“海の消防”を身近に体験

～横浜港での消防艇乗船体験・船内見学＆水難救助訓練の見学～

申込フォームで
体験日時を予約

ふるさと納税の
税控除対象

申込
方法

STEP 1STEP 1 STEP 2STEP 2

詳しくは
コチラ

「横浜消防出初式2024」今年も大盛況！

消防艇に乗れる！

 横浜市消防局　企画課

 横浜市消防局　企画課

先着順

返礼品も
もらえる

※市外在住の方のみ

実施場所：鶴見消防署鶴見水上消防出張所
�　����（横浜市鶴見区大黒ふ頭１）
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令和５年11月16日（木）に、戸塚区深谷町の横浜市消防訓練センターで、令和５年度横浜市消防操法
技術訓練会が、45隊211名の自衛消防隊の皆さまの参加のもと開催されました。
この訓練会は、昭和61年度から開催されており、今年度は35回目の開催となりました。ひとたび災害
が発生すると、企業活動は甚大な影響を受ける可能性が高いことから、被害を最小限に食い止める上で
重要な役割を担っているのが、自衛消防隊であり、安定した企業活動の支えとなっております。
訓練会では、屋内消火栓操法Ⅰ（女性の部）・屋内消火栓操法Ⅱ（男性又は男性女性混成の部）・小型
ポンプ操法の３種目が実施され、各区から選抜された自衛消防隊が、事業所はもとより地域の安全・安
心を守るため、日頃の訓練成果を披露しました。
新型コロナウイルスの影響もあり４年ぶりの開催となりましたが、コロナ禍で思うような訓練がで
きない期間も、事業所防災力の向上を目指して重ねてきた努力が感じられる素晴らしい訓練会となり
ました。

令和５年度 横浜市消防操法技術訓練会
 横浜市消防局　予防課

訓練の模様（屋内消火栓操法　Ⅰ） 表彰式の模様（小型ポンプ） 表彰盾（後援の横浜市防火防災協会より提供）

広�告

 ［女性の部］ 屋内消火栓操法Ⅱ屋内消火栓操法Ⅰ  ［男女混成の部］ 小型ポンプ操法

☆☆☆最優秀☆☆☆

栄えある賞を受賞された自衛消防隊

AGC株式会社
AGC横浜テクニカルセンター（鶴見区）

他　優良13隊

緑区役所（緑区）

他　優良15隊

株式会社DNPファインケミカル（緑区）

横浜ランドマークタワーＢ（西区） 新横浜公園・日産スタジアム（港北区） ENEOS株式会社根岸製油所（磯子区）

新横浜プリンスホテル（港北区） 横浜市水道局
中村ウォータープラザ（南区）

JFEエンジニアリング株式会社
鶴見製作所（鶴見区）

他　優良8隊

☆☆☆最優秀☆☆☆ ☆☆☆最優秀☆☆☆

☆☆優秀☆☆ ☆☆優秀☆☆ ☆☆優秀☆☆

☆☆優秀☆☆ ☆☆優秀☆☆ ☆☆優秀☆☆

12



Ⅸ 回第 １

NEWNEWNEWNEWNEW

横浜市防火防災協会
専務理事

山田 裕之なっているが、防ぎきれない大事故・大災害だけが
発生するという逆転現象が起こることの意味は、経
験値の積み重ねが足りないため、正確なリスク評価
が困難となる事態が発生することである。事故の
発生頻度・事故の規模・損害額などの過去のデー
タにとらわれることは危険である。
繁忙期、多客期は、同時に同じ場所で複数の大規
模な業務を実施することを要求する。とりもなお
さず大事故・大災害のトリガーになりやすい。業
務量の時間的・空間的な平準化を進めることが重
要な事故防止の要素となるだろう。過去の航空事
故がそれを表している。1977年のスペイン・テ
ネリフェ空港ジャンボ機衝突事故、1985年の日
航機墜落事故の航空事故がある。
株式市場もまた例外ではなく、誤発注をきっかけ

として市場全体が一気に暴落するといった事態が、
アルゴリズム取引と呼ばれる高速取引も相まって、
国の内外を問わず数年おきに報告されているが、考
慮すべきことは、技術進歩とそれに伴う便利さが、
大規模な業務を可能にしているということである。
今一度、進歩や便利さの持つリスクやデメリットに
も細心の注意を払う必要がある。

安全のための投資の大きさ、対応に対する優先
順位をどうするかの判断は、千差万別であり、識者
によってもまちまちであることから、リスク評価
という一見すると万事うまくいくような考え方が
各種の業界で流行した。
リスク評価技術の矛盾は、リスクを評価し、災害
発生率と想定被害額を見積もることとリスクを自
在にコントロールし、あるいは安全を作り出すこ
とが可能であるとの勘違い、もしくは、誤った使い
方にあると言えるかもしれない。取り返しのつか
ないような大きな災害に関しては、過去に発生し
た大災害から学ぶ必要がある。
金融の世界では、サブプライムローンというリ

スクを専門家が高度な数学によって見積り、安全
安心とされていた金融商品が、結果的にリーマン
ショックという大規模破綻を発生させたことは記
憶に新しい。原子力発電に関しても大事故は起こ
らない、高さ20ｍの大津波は発生しないという安
全分析、リスク評価があったことは今では周知の
ことである。
比較的小規模な事故は、日常的な安全対策に

よって防御が可能であり、実際の発生率も低く

※岡田氏は当協会の専任講師を務めております。　※「人的エラーからの脱却」は不定期に掲載いたします。
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回第 １

NEWNEWNEWNEWNEW

横浜市防火防災協会
専務理事

山田 裕之　あけましておめでとうございます。皆様には当協会の事業運営に大変にお世
話になっております。誌面をお借りし御礼申し上げますとともに、本年もどうぞよろしくお願いいたし
ます。
　さて、編集部から執筆の下命がありました。「テーマはお任せ」「定期連載」。悩みに悩みましたが、
防火防災を生業とするなら、ここはやはり「防災」について書き綴ってみようと決心しました。という
ことで、第１回となる本号では「防災士」についてご紹介したいと思います。
　皆さんは「防災士」をご存じですか。防災士とは、認定特定非営利活動法人・日本防災士機構が実施
する防災士試験に合格して名乗れる「認証資格」です。防災士機構は、阪神・淡路大震災を教訓に、
官房副長官を長く務められた石原信雄氏や兵庫県知事であった貝原俊民氏などが中心となり、2002年
7月に民間防災リーダーの養成を目的としたNPO法人として設立されました。
　当時、私は総務省消防庁に勤務していたので、庁内がこの話題で持ち切りだったことを覚えています。
消防庁幹部にとって石原氏、貝原氏は官僚の大先輩。影響力は計り知れず、防災士機構の動向、パワー
バランスの行方に神経をピリピリさせたと思います。しかし、懸念は全て杞憂でした。今、防災士機構
の役員には、消防庁幹部経験者を含め各界で活躍中の錚々たる面々がお集りです。民間レベルの取組と
して着実に地域に根差し、これまでに26万人余の防災士が誕生し、社会の様々な場で減災防災活動が行
われています。
　かくいう私も防災士養成研修等を経て、新米防災士として活動していますが、特筆すべきことは女性
防災士の活躍。人数こそ男性に及びませんが、近年の伸び率は男性を凌駕しています。防災のカギは女
性の参画、女性が関われば避難所が変わると言いますが、これは非常に頼もしいことですね。
　次号は、私が防災士を志したきっかけなどを紹介できればと思います。引き続き、お付き合いいただ
けましたら幸いです。では、また。

「防災士」をご存じですか？

※裏面に氏名、顔写真、登録№あり
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当協会協力カメラマン
近藤美樹さん

　　　　　　　   消防訓練センター・実科査閲をベストショット

第55期初任基礎教育 「実科査閲」に行ってきました

開始報告 救　急

訓練礼式

消防活動基本訓練

訓練の開始報告、全４隊が集結

交通事故における多数傷病者発生を想定し

た救急隊、消防隊の連携活動を実施

各個訓練、通常点検、小隊訓練を実施

建物火災を想定した消火、救出活動を実施

15



救助訓練

終了報告

ロープを使用した進入救出訓

練、また、火災時の検索訓練、

交通事故車両からの救出活動も

実施

　　　　　　　   消防訓練センター・実科査閲をベストショット

第55期初任基礎教育 「実科査閲」に行ってきました

機器取扱訓練

消防用機器操法訓練及び中層建物火災を想定した消火、救出活動を実施

全４隊が集結、訓練の終了報告 消防訓練センター所長による講評

　仲間たちと切磋琢磨しながら
半年間でここまで成長したこと、
とても素晴らしく思います。
　ツラくキツい事も多々あった
と思いますが、立派な消防官に
なれるよう、これからも学び続
け頑張ってもらいたいです。
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25

う。西洋の壁文化
も中世蛮族の対
立の産物であり象
徴といえないだろ
うか。防火扉を含
む閉鎖性の高い
防火区画は、その
延長上にある。

日本は、古くから大和と呼ばれ、和を重んじていた。
周囲の状況を、その都度察し、把握する開放性がな
ければ和することはできないだろう。他者の気配を
感じ取れるふすま・障子の文化を持ち、空気を読む
日本人にとって、閉鎖性のある壁や扉は疎ましい存
在なのかもしれない。開け放された防火扉の存在は
そういう背景があるのではと思ったりする。

とはいえ、何気に開け放たれた防火扉が、イザと
いう時に閉鎖しなければ重大な事態を引き起こす
結果になりかねない。その例は枚挙に暇もない。
壁文化を受け入れている今日、その危険性を改めて
認識する必要がある。（K）

切なさが不意に込み上げた。フレッド・ジンネマ

ンの傑作「日曜日には鼠を殺せ」でグレゴリー・

ペック扮するマヌエルが若い男女の甘い風景を

見て自分の若い頃を思うシーンがある。老いてわ

かる青春。シャルル・アズナブールの歌「帰り来

ぬ青春」。私にも青春があった。何も怖くなかっ

た、とは「神田川」か。満員電車の中の女子高生

のおかげで、10分にも満たない間に、私はマヌ

エルにもアズナブールにもなれた。老いた男の帰

り来ぬ青春、甘い、切ない、一途なときめきか。

女子高生は終点の

横浜で降り、人ご

みに紛れた。吉野

弘の詩とは少し

違った。（し）

防火扉を開け放つ背景に防火扉を開け放つ背景に
「未だ、コロナは終息していないためだろうか、防

火扉が開け放たれている。さて、開いたままでいいの
か。」というつぶやきをSNS上で目にした。危険な行
為だ。が、何気ない行為には、文化に深く根付いてい
るものもある。

ヘーゲルと聞いて弁証法を連想する方も多いか
もしれない。ヘーゲルの研究者長谷川宏氏によれ
ば、弁証法は、西洋でも日本でも注目される思考法
であるとのこと。だが、注目される箇所が異なって
いるという。西洋では、「正・反」の対立に関心が置
かれる、一方、日本では和を好むせいか「合」への思い
入れが強いと指摘している。例えば、ディベートは、
対立を前提とし、競い合う中で新たな展開がなされ
るという西洋文明の対立の考え方であるように思

通勤時の満員電車に乗り込む。後からの客にさ

らに押し込まれ、左手で吊革を、右手で左手首を

掴んだ。周囲の客に身を接するように足の位置を

確保すると、漸くして発車した。私の前には女子

高生の背負ったヴァイオリンのケースがある。項
うなじ

が目の前である。息がかかってはいけないので私

は横を向く。電車が揺れるたびにヴァイオリンの

ケースが控えめに揺り上げられる。なぜだかわか

らない。控えめが気になった。吉野弘の「夕焼け」

の最後、「やさしい心に責められながら／娘はど

こまでゆけるだろう。／下唇を噛んで／つらい気

持ちで／美しい夕焼けも見ないで。」若かった頃の
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25
防火防災 協会におまかせ！

横浜市防火防災協会 防災支援課
 　TEL 045-714-0929 担当：滝沢・河原 防火・防災コンサルティング

▲

https://www.ydp.or.jp/consulting/

※複合用途の場合は、共同住宅、格納庫等、倉庫部分を除いた規模

24

神宮である。野毛の切通

しを進み左手の細い坂道

を抜けると横浜市民ギャ

ラリーである。「温故知

新のみち」の看板があ

る。さて、横浜市民ギャ

ラリーが先か、伊勢山皇

大神宮のお参りが先か、

どうするんだ、オレ。

横浜市民ギャラリーで

は、「新・今日の作家展

2023」が開催されてお

り、「ここにいる-Voice 

of Place」が副題としてつけられていた。場・土地・

歴史・記憶・継承・時間そんなことを想っていた。

横浜生まれの日本画家・宮本昌雄（1917～2016年）

という人を知ったのも、横浜市民ギャラリーでの展覧会

であった。横浜山手を題材とした絵はチャーミングで

楽しげで人間愛に満ちた素晴らしいものなのだが、関東

大震災で両親を亡くし、6歳で孤児になる人生はあま

りにも壮絶である。

伊勢山皇大神宮には、白い曼珠沙華が咲いていた。

旧東海道、横浜道、保土ヶ谷道の三つの古道は、三角

形をかたどるように交差している。相鉄線平沼橋駅の

そばにある水天宮・平沼神社はその三角形の真中あ

たりになる感じである。平沼橋駅から御所山の信号を

過ぎ、そこそこの坂道を登っていく感じで進んでいく。

車道は四車線あり、結構な交通量である。もちろんバス

も通っている。左手には、ランドマークタワーの上半分

が、奇妙に見え隠れする。歩道と車道の舗装のすき間

には紫式部が、もう実をつ

けている。登りきるとそ

こは横浜道と保土ヶ谷道

の交差したところであり、

何はともあれ、伊勢山皇大

当協会では、事業所の防災管理点検を実施しています。
大地震発生時の防災体制の整備を図るため大規模・高層建築物等に対して、防災管理者の選任、地震災害に対
応した消防計画作成、自衛消防組織の設置と併せて、防災管理点検報告が義務付けられています。
（※当協会会員の皆様には、ご相談に応じますのでお気軽にお声がけください！）

共同住宅（ ５項ロ）
格納庫等（13項ロ）
倉　　庫（14項）

以外の全ての用途

【義務付けられている建物】
対　象　用　途 規　　模

延面積10,000㎡以上

延面積50,000㎡以上

延面積20,000㎡以上

延面積1,000㎡以上
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コレ朝食は ！
第1回当協会事務局員のオススメ

新
企
画

連載のようになってきましたが季節は冬、何より温泉
が恋しい季節です。前号では三つの秘湯のご紹介をしま
したが、最近は治療も兼ねるという名目で（出かけやす
いので）、下山後の楽しみが高じて温泉博士を目指して
います。今号では山中や、豪快な野湯と山麓の宿をご紹
介します。
はじめに、豪快な滝と渓流が温泉の川

かわら
原毛

げ
大
おおゆたき
湯滝をご

紹介します。高さ20ｍの滝か
ら温泉水が流れ落ち、滝壺、
渓流すべてが天然の露天風呂
です。大湯滝の更衣場所で水
着に着替えてドボン。そして、
今回もまた日本三大〇〇シ
リーズです。直近の川

か わ ら げ
原毛地

じ

獄
ごく
はなんと、恐山、立山とと
もに日本三大霊地になってい
ます。場所は少し遠いですが、
秋田県湯沢市、駐車場から徒
歩15分なので、東北方面にお

出かけの際はご一考くだ
さい。付近には白濁湯の
泥湯温泉があります。
次はまさに山上の湯、

北アルプス白
しろうまだけ

馬岳に近
い白

はくば
馬鑓

やり
温
おんせん
泉です。標

高2,100m、登山口から
5時間歩いた後に入る温
泉の喜びは代えがたい
ものがあります。写真
は、昨年退院後わずか2
か月で無謀登山？をし
て辿り着いたものです。
最後の写真は、人生

に一度は訪れてみたい
山間の温泉宿、手白沢
温泉です。奥鬼怒の女
夫淵温泉から徒歩2時
間、静かな宿で人生を振り返れそうな思いがします。私
は露天を見た途端に早く浸かりたくて走り出し、転がり
込みました。自販機などなく、冷蔵庫から缶ビールを出
して代金をざるにいれます。素朴な料理も抜群に美味し
いです。
歩かなければ入れない温泉ばかりご紹介しましたが、

昨年の夏は異常な暑さでしたね。10月になっても30度
を超える「酷暑」でした。今から夏の話は早いですが、避
暑というと軽井沢が思い浮かびますが、私が一番涼しい
と思うのは志賀高原です。リフトで登れる横手山山頂
ヒュッテからは北アルプスや富士山の山並みの眺望も抜
群で、日本一高い山上のパン屋さんのボルシチやパン包
みのキノコスープは大人気です。リフト下の渋峠は日本
の国道標高最高地点2,172m、涼しい訳です。硫黄泉の
万座温泉とのセットで、今から真夏の避暑に思いを馳せ
るのもいかがですか。

山小屋は毎年建て直します
登山者憧れの白馬鑓温泉

温泉はHPでご覧ください
手白沢温泉の宿

滝壺も渓流も良い湯音です
豪快な川原毛大湯滝

編集後記 笑いは福を呼ぶ。お笑いの芸は多々あるが、見ている人が喜ぶかどうか。ものまねも楽しい。
先日某テレビ局のものまね大会引退を宣言した大御所Ｋ氏。他都市の防災誌にそのＫ氏の記事が

あった。「心のボランティア」「相手が一番、自分が二番」という言葉。普段から相手を思いやる気持ちが防災にも繋がるとも。
本誌の編集も、読んでもらえる、読みやすい、を心掛け、出来ればニコッ、とする記事も載せていきたい。（F）

初任教育生、

気持ちはひとつ

横浜市防火防災協会横浜市防火防災協会
常任理事兼事務局長常任理事兼事務局長

渕上 正基渕上 正基

私は和食派。ご飯、味噌

汁、お新香の三種の神器

に、少々おかずが加われば OK。卵

かけご飯も大好き。最近のトレンド

はタンパク質補充の牛乳。質素なが

らも妻はわりと食事には手をかけて

くれる。「医食同源」を妻に話す効果

と思いたいが、しっかり食べて、家

に居ないで働くように、という厳しい

メッセージなのかもしれない。
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